








研究目的 

 幼若乳児にみられるビタミン K(VK)欠乏性出血症については,その本態解明と予防対策

の樹立のため,昨年度迄研究が続けられてきた。しかし,その病因の解明についてはまだ未

知の部分があり,また VK 欠乏による新生児出血症に対する予防対策がなければ,それに連

続する VK 欠乏性出血症の予防対策も確立し得ない。そこで,本年からは,新生児期を含めた

VK欠乏症の本態を解明し,新生児期から乳児期に至る一貫したVK欠乏に対する予防対策の

樹立を目的として研究を進めることとなった。 


